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トリアシルダリ七m----ルやリソ脂質生合成経絡の遜要

ルはiy2)声それ自身が生理活性をあつことが知られてい

るもホ鼠ブ-アサジン酸はイオj二才頚-アとしての性質をも
ー~ti畑 .i~･!､チ-T､:~こて■′.ド-:i1..1.5 ト:

uンr酸の加水分解をひきおこし′て訂削A合成を促進L4),

性の蛋白uソ酸化酵素 巨汽招-イソキナ--ゼC)碍活性

触 細胞の形態変化を引きおこす7).

このホ深ブ-jγチジン酸とジアシルグリセか-ル間の転

換にはホスフ-アチジン′酸ホスフIF-タ--ゼ及びジアシルダ

ゼと略称)が関をし.′ている｡この二橡の酵素は細胞上清

調節の擁櫓については明らかにされていない中

て代謝の流れを遣う逢2号などの試みのほかや精製した酵

素の性質を検討することが必要である中量澱 キナ血潮こ

ついてはこれまでに,大腸菌L3,郷,ネズミ脳呈5㌔ネズ

ミ肝9J6),豚脳17,害鳥･桝において分子鼠,基質特異性声至

凝離貰そ齢鶴の性質が知られているが,ここでは豚胸

腺の細胞Ⅵ…戊二渚か緋尊た精製酵素を用いて,穫 の々物質が

活級に与える影響を検討Lだケ

実 験 ~方 法

1.試 薬

ルうぼジオレオイルホスフ-プチジルニ1リン紅Welse的

より購入して得たジオLdFイソを精製して用いたす精製に

はシリカゲル60(M打沈)薄層上をこて石油エ---テル〆ジ

エチルエ-テル/酢酸 (70:30:吊で展開したのち予且,

2 .:-上 1㌦ !>･頼日日トン明し､上 目 こr-!I):＼rll'言圧'＼,

p-メルダリ安息香酸†ネオマイシ招銅u兜純薬,N-
エチルマレイミド,隼血清アルプミソほSA)ヶPMA

キシソ招,バシトラシソはSi鑑m級社より購入した.デ

オキシニ3--ル酸†コ-ル酸,有機溶媒,各種塩類は和楽

約束の特級試薬を用いた,サイタロへキシミドは和光鈍

コ.豚胸腺からの川;キナーゼの調製

屠場で得た新鮮豚胸腺より結合穐除去後加納の方法177

M シ三苛糖,盟5EriA,/箸トリス塩酸首洞 7凍 約.5mM ジチ
モ:lこてL十-: I)rrT..Ll〔1′(＼1＼'='.hfl＼1｢:=T.＼.

(1･旧しlい＼＼＼･昔上:∴~.∴ !膏‡ 一･･'･･い_̀棉

胸l酢'､､;～(畑 十 .･'･.卜､･ji･jl購い-簸.LH=川ト ､さ1･･;帖_■,-

間,1晒,榊Ox打砕i時間の遠心をこより得訪,れ上上酒

(S且扮別 の脂質層をガ--ゼで除いた∴2)緩衝液Aで平

∴ 丑 :-11＼t∴叛r頼!.'(-:＼･､lt柵IIM＼こlt.11合ll〉~:川;

キナ-ゼを溶出させや活性画分妄√離ぎ翌朝m首を覚めた.

∴ト川.::川 t∵:.L･.--./,.':､L帖∴根付琉',i:1晶'(･′.･甘∴ lH

m6位粘飽和硫安の鰍蘭を沈澱物として衆めた緩,緩衝液

酢溝.･＼i-,()‖･lM＼:Ltl上汁至,.∵十衡帖 ノFL<.tI'h:lt1'lHi

輔をおこな摘まぼ綴りm畳糾羨捜画分を得た,こ鍔)段階

で比活性は 漫66mm親だホ鼠フ-Iかチジ二〆酸動乱〆分

浦J＼;r)OIll＼l＼L･l(llL/I,Tlj､･.::lf･:-動圧巨E:＼'什 丁一㌧丁-

･'､十~,∴･-1･証IllIT..r,川l､､∴畑†∴叛勅池.･＼=r'()nlM

＼こlLl巨′†li~'.立･･.恒iil.症勘瀧∴LFr:'(1m＼1_:JjL{lnOr11＼T

0[SrltM川‥ll､.r)町∫＼i_＼Tl).1).()･]い..芋上目∴･∴∴､

で平衡化L,た3m1のハイドuキシアパタイトかラムをこ

iH/酸緩衝液95約m罷′号リン酸緩衝液で順次洗浄したの
ち予5約mM リン酸緩衝液中0よりH5M のNaCiの

濃度勾配で溶蛙鳥を行い,軋馬A/iNam付近に溶出きれる

活性画分約8mlを集めた日射-イドロキシずハタイ

ト画分は増の男古くwl/v)ポし丹チレンダリ=1-ル脇灘閥glM

濃縮後,緩衝液A摘OthMN挽抗日こ対し透析した敵
組舶紅ト_(,(.)()nl＼l＼I.I(ll二十,I.I.;I."･i!‖l)i仁 ｣;I.汁

㌦MjをHHH-80℃に凍結保存L′fJ",最終酵素標点弘の比活性は

5亨5鞭OmU/m藍で,SDS一-ポリアクリルアミド電気泳動

上音分子量約8万の薫白が90%以上の純度を示した¢

:i.川iキナ-･.･t圭封隼の測定

1i35!-,ト'､卜親.t膏と.･｢.卜:･1I,i-:i".t離転1鮎夜目,tlT.卜100

111へt.＼こ~lt:洲Il＼卜 ;LJ二日 ,～.rll'0.バ()fll＼Tlご烏.と+)0()()



ダ u t y に ぎ ー ル キ ナ - ゼ 活 性 の 再 構 成

こ こ~ ∴ 巨 く烏 二十 直 前 了 B r こ川 n l ll .< t 川 i l-iげ i∴ ｣ / ･･7: 付 I T に ~

分 散 遷 せ , 終 濃 度 が 一 定 に な る よ う に 反 応 液 をこ 加 え た ,

卵 黄 由 来 の ホ ス フ 7 チ ジ ル こ プ リ ン を 加 え る 時 に は 且 , 2 -

ジ オ レ イ ソ と は 別 をこ 超 音 波 処 理 を 行 な - ､ て 反 応 液 をこ 加 え

た . 精 製 酵 素 約 0 月 I g 露 を 凱 は た の ､ら , 3 W C で 3 分 間

保 混 ( た . .鯨 や 圭 ;-'(十 ′′ l ･lT( 畑 ::. r y∴ 早 廿 .:1･ 再 -iit. 来 1 . 5 rtll

を 加 え 護 m 巨 ブ タ .i - - ル で 脂 溶 性 画 分 を 抽 出 L , ブ タ ノ -

ル 飽 和 審 議 m R で 洗 浄 し た 後 , 山 部 の 放 射 活 性 を ト ル ユ

･1 . lト メ ル ク リ 安 息 香 酸 に よ る 修 飾

酵 素 活 性 に 対 す る p -- メ ル ク リ 安 息 香 酸 の 影 響 と 添

加 物 の 保 護 効 果 を み る 渋 こ め に , 精 製 酵 素 紬 欝 , 緩 衝 液

:＼ ､ 1 (1 Tll ＼ l ＼ :l L '1 言 行 ･ い り 1 . 藻 狛 r yJ.' ･'月 日 ･･-:_ r)0 .I.･ 1 ..::T

し た 溶 液 を 室 温 で 5 分 間 放 置 後 , 望 O fH ず つ を 取 り 鼻ij L ､

離 打 に 調 製 し た 2 ･ 5 m M p - メ ル ク リ 安 息 香 酸 ( 畳3 豊 子 7 潮

紬 旦 あ る い は 対 照 と L て 水 5 両 を 加 え , そ の W が 旦

( 望 サ ン プ ル ) 車 の 酵 素 活 性 を 測 定 し た や

,TJ . そ の 他

ホ ス フ ァ チ ジ ル こて リ ン は 瓦葺 汲 Ykも 旦c t も の 方 法 で 灘 ) サ ジ ア

実 験 結 果

1. 胆 評 醍 お よ び ホ ス 7 .j･ チ ー ジ ル j リ ン 依 存 活 性 の 性

質

酵 素 反 応 液 に 胆 汁 酸 を 加 え る と , 拾 得 キ ナ - ゼ 活 性 は

胆 汁 酸 の 濃 度 をこ 依 存 し た つ り 線 状 を 示 し 声 以 前 か ら の 報

告 を 嚢 鮒 チ た 16 72 2 ㌧ 鷹 胆 汁 酸 の 臨 界 ミ セ ル 濃 度 の 大 き さ

に 緒 応 し て 及 m M デ オ キ シ コ - ル 酸 お よ び 5 m M ニ 1 -

ル 酸 の 時 活 性 は 毅 太 と な っ た ( 園 逢 う , デ オ キ シ 二 三 - ル

酸 が (1･5日l ＼ 1 . l Tl l ＼ t , ･J m M / ＼､ 土 ∵ 十 ､1 ㌦ .J ,｣ ト ト ,､ Ⅰ山 1

シ ニト --ル 酸 が 軋 5 m M か ら 且 m M ま で は K m は 減 少

L て V m a翼 は ふ え る と い う タ イ プ の 活 性 化 が お こ り サ

通関溝 賃 か ら 2 m M ま で ぼ K m が ほ と ん ど 変 化 せ ず をこ

V m 挽X が 減 少 す る 非 結 抗 阻 害 剤 に 似 た は た も ぎ を 示 し

ホ ス フ ァ チ ジ ル 二 川 ソ を 酵 素 振 絞 三 液 に 加 え る と , ホ ス

フ ]押チ ジ ル 二 日 j y の 濃 度 に 依 存 し て 且 m M 以 上 で 最 大

沃 廿 -i...J L/ 卜 ･ . 十 1 1 ' - T . ~ 1 - i さ : 0 . コ Il l ＼ t I_. l T l l M

二､､隈;三 r: lt ll l こて ＼ ー ll l :I X :'目 し ; ･L l冊 目 上 ト ー. 図 1!l I ∴ ･ト 離 .号】

抗 阻 害 剤 を と り 去 る 場 合 に 似 た こ の 変 化 は , 反 応 に ∴ 療 画

す る 酵 素 の 農 が ふ え る こ と で 活 性 化 が お こ る こ と を 示 醸

し ナ ∴ 1 . 12 - 1 仁 て' ∴ ナ 上 丁､ 斌 '亡'1 日 ■熱 こ . 1 . il .- ∴ そ

レ イ ン ' 浅 m M 程 度 で ホ ス フ ァ チ ジ ル ニ 1 リ ソ 依 存 活 性 の

′ ･

→ ､ ､ ､

.L:)I)こう

園 且 m G キ ナ - ゼ 活 性 - の 鋼E~!汁 駿 濃 度 の 影 響

( ⑳ ) デ オ キ シ コ --ル 酸

･～ ､== ニ ト . J･1- 樵

1 . 2 - :･: 十 乙 仁 言 l).こir11へ1 ここし 十

方 に 強 く あ ら わ れ /た く 図 2 -ど)｡

デ オ キ シ 二 才 - ル 酸 依 存 活 性 は Km 濃 度 に よ っ て ほ と

ん ど 変 化 を 受 け な い 昭 に 対 し て 亨 ホ ス フ ァ チ ジ ル ニ1リ ソ

依 存 活 性 は 喜蛋 C i 濃 度 をこ 依 存 L て 阻 害 を う け た (図 3)

'1 . 脂 肪 蝦 お よ び 7 シ ル (-lo.Jt の 影 響

デ オ キ シ ニ 1 - - ル 酸 や ホ ス フ ァ チ ジ ン 酸 を 添 加 し な い 酵

素 反 応 液 に オ レ オ イ ル CoA, パ ル ミ ト イ ル CoA を カポ

I:: _ :十 二 . I (ト 料 ) / { ＼ l L1~､柿 酢 二 十 卜 ､1､∵:Ljt圭 ,沃 什 ノ∴ jJ ･

れ た ( 溜 鯨 遊 離 の 舟 か イ ン 酸 げ ん 濁 液 , オ レ イ ソ 蟹

シ 二 才 - ル 酸 お よ び ホ ス 7 -j汐チ ジ ル コ リ ン 存 在 下 で は , オ

レ オ イ ル C ,o A の 添 加 濃 度 に 応 じ て , 活 性 の 阻 害 が 晶 と

歪め ら れ た 也

影 響

デ か 鞍 シ 二言一-ル 酸 や ホ 深 ブ 7アチ ジ ル =l u ソ を 添 加 し な

デ オ キ シ 二才--ル 酸 添 加 に 匹 敵 す る 活 性 が み ら れ た (図 5う.

タ ロ 電コ ホ ル ム 〆 メ タ ノ - ル (営 : 日 で 脱 脂 後 も ほ と ん

､t:- 昔 付 や 十 . )0()し､10分 /月 頃 !l.理 二 IfJ:11r巨 .雄 t 卜 t､旭 両 ,j一･

示 し た , ゼ ラ チ ソ で は 息m 鑑/m 且 で 活 性 が み と め ら れ ,

炭 酸 脱 水 素 酵 素 を 且榊 ℃ 及位分 間 熱 処 理 し た も の で は 活 性

は 検 出 さ れ な か っ た C

カ ル シ ウ ム イ オ ン 濃 度 の 影 響 は デ オ キ シ こ1- ル 酸 依 存

活 性 よ り ホ ス フ -,アチ ジ ル コ リ ン 依 存 活 性 をこ強 く あ ら わ れ ,

且酢 7M 程 度 で 阻 害 が み と め ら れ た . 塵 紛 イ オ ン は ま〔｢6M

よ り阻 害 が お ニ ー｡た (園 転ト

ス ペ ル ミ ン や サ イ タ u ソタ A鼠獲P は デ オ キ シ ニI- ル
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院 嶺 r3G キナ-ゼ活性-のアシル CoA の影響

ホスファチジルコLjン旦mM 存在下にオ レイン酸ナ ト

リウム (⑳)pオレオイル CoA ((コjを加えた,デか 旨-
1:Jニト ･こ酷 1111＼lt一｣イトトに･ji†二醗･+ 千､日11'J＼-T r.

オ レオ イル CoA にj)を加えた争単独でオ レオイ}レ

CoA い<)bホ スファチジルコリン 寝㌔ノ)を加えた詔司

汲望

!∴ : ､ I. ､､･

∵

-

∴

･･ ･ . ∴ ･

潮 騒 二価金属イオンの 耳)鰐 キナ-ゼ活性への膨轡

p,づ十 ･, J再転 ユー1111存1ノそ巨 L(1:lLll (~● .I.

ド;:(I:i(､暮 .～ち･十加-∴･′:.

十 . ∴

阪 冒 細胞調節潤子の m㌫ キ十 --ゼ活性への緋 響

~-I,lL＼一二二二 L● i,†L仁 '-㌦ 一l▲:＼1日'ト ∴ 門 T,＼
(x)をデオキシコ--ル酸 且mM 存在~賢､守二加えた.㌘良貨A

はジメチルころルホキシドに溶か Lて加えサ励 む液中の ジ
メチルスルホキシドは 1%を錐3いた.

酸存在下での mG キナ-ゼ活性にほとんど影響を示 さ

◎場 ず謹 MA は り.触 M で望略 程度 し′か阻害を示さなかっ
十 ･･図 7･.

図 5 1つG キナ-ゼ活性-の 貰うSA の意を三響

十巨∴ トー･,L酷 1r11人lLTl.:L㌦日日∵-∴ 吊十0..L-)5'illL㍉

リン脂質膜と翻 層撒 作用が明らかに止されているポ リミ

キシンBはヲデオキシ:1-ル酸依存の 隅 キナ--ゼ活

性に対 し 数 pM で活性の著 しい上界がみt;凍 ,これ

より高い濃度では完馴 こ活性を阻害 した く園 銭扱う.同
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図 9 ネオマイシン甘サ⊥づ∵クに首へキシ ミドの

DG キナ-ゼ活性-の雛轡t

サイタUへキシミド (㊨)を加えた場合およびホスファ

チジルコ等ノンlmM 中にネオ7イ シン 什1),サJlJjこ3

へキシミド (○)を加えた場合

とこ現象はホスファチジル二言リ招薮存殿活性に確〕みとめら

れ リン脂質 との縛 毎二作用がみられないパシトラシソ23)

では阻害はみとめられなか-｡た.ポ し工 率かン√旅による

活性佃 ま,hrm と Vma潔が同時をこと界-翠-ら,ホスファ

チジル二川 ソ添鋤 射こ似た (閲 望d)機構によるものと

考え られる (醗 馳)やポ リミキシン招 鞘 淵 ですでに

らわれノるような杜~か ご阻害がおこると推測 される申

ネオてィ,L〆招 £デオキシ二1--ル酸中で強い活性 上昇を

示 しやホスファチジルコリン軒 では活性を抑制 した く聞

取 サイタロへキシミドはデオキシニト ル酸車で約30,%

の阻害がみとめられた.

-I, トIt試薬の影響

p- メル ダリ安息香酸は濃度依存性に予デオキシ:7-

ル酸 且mM による活性が阻害された 爛 漫ぬ).前反応

液中机 より書触 M DTT が存鋸 Ⅳ′てお り亨活性剤妙 音艦

は前反応液がそのまま8%暦 澱釈 されて存在するが pU-

メル クリ安息香酸の作用ヨ前後をこ ry汀 を加えて担至猶 が軽

減 されるので,p一 メルタu安息香酸の作動 怠S嘗音義を

介せるものであ り,かつ夏]音速的なものであると考えられ

∫:Ii､図 1川).l･･.

繭反応液に jWPナ狙好だ蟻 を加えた磯禽 p--メルクリ

安息香酸の作脚 こ変化をみとめることはできなかったが,

ソを加えた場合闘 豊日 用 mM 且,3- ジオレイソ存在下タ

あるいはジアシ′ルダリセロ-ルを含 まない場合に比べて

p- メルクリ安息香酸による阻害が軽減された (図 漫掴).
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院 議紛 p-メル ク F)安息 香酸据 盤轡

a)p-メルク リ安愚蕃酸濃度 と活性変化

ら)前励 摘 中に DTT を 軸 潮 (⑳ 吊 mM (⊂))予iOm酎 x)加 えたの 紫,節-メル タ
u安愚番酸を加えた

C)酵素に p-メル ク 】)安恩蕃酸を作用 きせ たのち りmM (㊨ )きまmM (○ )9伽 湖 頼 )
DTrrを加 えた

d)前励 臨疲廟 こ 盟SA H m琵抽 ま吊 謹 言 /オ レイ ン0.8mM 〔魯 )多湿,3-ジオ レイ ン

0血8mM (x--)を加 えておいて p-メル ク リ安息番駿 を榊 羽させた｡対照 打つ )闘 烹
ジオ レイ ンを加 えていない.

従 って ジアシル ダ リセ ロ-ル結 合部位 と密接な関係をも

つ S音溝基の存在が示醸 され るB

考 察

脂質を基質 とす る酵素の 主rm y沈m での解析では,望嘉

応 が不的-=--糸で おこることや予酵素 緩ヨ身が疎水性の強い

物質 との相 互作用で 二言ソフォメ-シ ≡頚ソを変えることな

どが問題 となる8 と くに界面活性剤や脂質 に依存 して活

性が検出 され る磯 合には,その酵素の生理的状態 をみて

いるか どうか明 らかでない ことが多い事

膜中ではた らくホスホ ソバ -ゼ A2,だ が ジアシル ダ

リセ ロ--ルの線鋸で活性化す ることが知 ㌃ノれているが6/3,

この鳩 舎 ジアシル ダリ恕首コ-ルの添加 をこよ り基質 とな る

膜 中のホスフ ァチジル こマリン′が存在様式 を変えることをこ

よ り酵素の作用を うけやす (なるもの と考え られている

慧鴇う.今回 mG キナ-ゼにH_)いて も水に分散 Lて 簸えた

ジアル シル ダ リセ ロ-ルの分子会合の構造 をこ影響を 賢一え

ることが観察 された.すなわ ち,それ 自体 が両親媒性で

あるアシル CoA (図 都 や ポ リミキシンB E図 8)の

ソやポ …一jミキシソfBの添加でみ られ る活性の上昇はきキ

ネテ ノrタスの解析か ら,酵素 蔦体 に対す るこれ らの物質

の影響であ ることが示唆 きれた く園 望i:予熊齢 .塩濃度の

影響やネオマイシンの効果がデオキシこ7--ル酸依存性の

活性 とホスフ ァチジル 二川 ソ依存性の活性で異な ってあ

;k)()7

らわれ る現象はチ甘一編 キナ-ゼの疎水性相 夜作用 のちが

いを示す と推定 ざれ る.

膜中の ジアシル ダ リセ ロ…ル濃度が増加 した ときァ細

胞 上清の 減 が膜 に吸着 され る現 象が報告 されてい る

が25,2削, これ までに も細胞 上清の DG キナ--ゼぼ瞭 上

のホス フ ァチ ジル 二言リンほ)や ホ スフ ァチ ジル セ リンu)

との相互作間では Lニめて活性 をあ らわす と考え られて き

ゼ活性 が検出で きた ことは,何 らかの蛋 白園 子も本酵素

の活性化にあずかる可能性 を示唆す る.基質 とな るジア

シル ダ リセ ロ-ルのほ とんどは膜中か ら供給 され ると考

え られ るが,細胞質 車にけん濁す る脂質や, uソ脂質移

送蛋 白27)か ら供給 され るジア シル ダル セ E3-ル も リン

ンと共存す るとい う報告28)ともあわせて興味ぶかいが 済

キナ--ゼの活性化をおこ しうる蛋 白困予の検索は今後の

課題であ る.

imv雨 O でのア シル CoA に よる mG キナ-ゼ活性

の阻害は,imv泳O でのア シル CoA プ----ルに よる 隅

キナーゼの活性調節 を推定 させ, トリアシル ダ リセ ロ-

ル合成糸と密接 L,た調節系を構成 していると考え られ る.

シル ダ リセ ロ-ル蓄積をこよってプ ロテインキナ-ゼe活

性化 とは協奏的であ り平 ホスファチ ジン酸生成 とは括抗

しうる｡実際闘 急か しシウムイオン流Aによってホスフ ァ



紺 洲 iし辛 _:澗 信L r第 lu･j T;? :Tl←昌 一.:,･ 昭 頼 ミ狛 ■ナ‖ j

チ ジ ソ酸 教 戒 が 上界 す る の で , 君澱 キ ナ --ゼ 阻 害 は プ ロ

テ イ ン キ ナ ---ゼ C 活 性 化 を 介 して , 細 胞 応 答 の 増 幅 に は

.f･･∴ ･二三 !:.十 ∴ ト ノて-.

ホ 深 ブ -アサ ジ ル イ ノ シ ト -ル に は た ら く ホ ス ホ リパ ---

ゼ UJは サ イ タ u ∵′夕 AM P 糎 椴 物 質 と ホ ス ホ ジ エ ス テ

が 報 菖･され て い る 慧)那 , 少 な く と も胸 腺 で は サ イ ク∵.ilj

卜 て:. ､図 7㌧

1 こ粧 甘 1L､〔iH 1(けり 十 .'㌧~Y.~汗 十 :/ チll†' 二醗 言 JTL

u-七 rコ--ル --3--- リ ン酸 ア シ ル ト ラ ン ス フ ぎニラ か ゼ に よ り

F巨Ju . 二∴､暗 圭 ∴ 仁 ト ー∴ 一二:紺 宮 ,}(:一日 十 . 1≠lT

(図 郡 , 調 節 機 構 を 艶 をこす る と推 定 さ れ る q

ACrEm を 舘 fi-Lた ネ ズ ミ副 腎 で は ス テ 盲コ で ド合 成 に

先 立 っ て ホ ス Wプ }アチ ジ ソ酸 合 成 が 増 加 す る 冬 あ ら か じめ

蛋 白 合 成 阻 害 剤 サ 官 ,P をコへ キ シ ミ ドを 披 竪H Jて お く と そ

れ らの 効 果 が み られノな くな り, こ 職 時 ダ 再 三ロ T jL,-31--

リ ン酸 ア シ ル トラ ソ ス l二才ェ ラ - 軟 投 よ こデホ 深 ブ -Vチ ジ ソ

酸 ホ ス フ fp針 -ゼ の 活 性 は 変 化 Lな い こ と か ら 予 言¶椙 キ

チ - ゼ 活 轍 に サ イ タ ロ へ キ シ ミ ドの 影 響 が お よ ん で い る

恐MI能 性 が 示 され て い る灘). 胸 腺 の 操 還 キ ナ - ゼ で は mM

レベ ル 窪で は サ イ タ iコへ キ シ ミ ドの 挺 接 作 用 は な い と 考

:-㍉ ｣ '･･:, :凶 さト

の ネ オ マ イ シ ソで は 灘 %′昭 活 性 終昆害 が 槻 菖 され て い る馴

柑 操 ､11 川 ; ト ト ･工 ト L巨 ∴ -T .L飛 車 ∴ 宮 ≡濃

度 で 強 い 活 性 化 が 認 め ら れ′て お り (踊 哲主 索 自 化 学 的

に 累 な る た め か ず 膜 中 の 存 在 様 式 を 反 映 Lて い る と 考 え

∴ .t､′㍉

mG キ ナ --ゼ 活 鮭 が SH 試 薬 に よ --A,て 駿蔓撃 を 繁雄す る

こ と は 以 前 か ら知 ら れ て い た が 33う3慧)ヲ 貰dBG キ ナ - ゼ が

細 胞 中 の 還 元 状 態 や ゲル タ チ オ ソ濃 度 に よ って も調 節 を

う締 る こ と が 示 唆 さ れ , 影 響 を うけ る 瓢 登 基 は , ジ ア

ジ ル ダ リセ ｡ --ル 結 合 部 位 と 密 接 砿 関 係 Lて い る と 推 定

膜 で の ジ ア シリレグ リセ ロ - ル の 蓄 積 と い う現 象 は 描

キ ナ 一一ゼ の 機 能 と ふ か く関 わ り, か つ プ ロ テ イ ン キ ナ --ド

ゼ C と 共 擬 して 隈 系 調 節 機 構 を 構 成 し う る が を 細 胞 応 答

も そ 殿 山 部 と 考 え られ , 隅 キ ナ ---ゼ の 作 用 機 作 お よ び

調 節 塵 鱗 は 芳養系 の 調 節 機 作 を 知 る 上 で の 重 要 な 課 題 で あ

･Tr.
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